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Ｑ
＝
組
合
員
Ｂ
の
倒
産
に
よ
り
そ
の
債

権
者
Ａ
よ
り
組
合
宛
て
に
債
務
者
で
あ

る
Ｂ
の
持
分
の
支
払
停
止
命
令
（
裁
判

所
よ
り
）
を
し
て
き
た
。

　

そ
の
た
め
、
組
合
は
、
当
年
決
算
に

お
い
て
持
分
算
出
を
し
た
が
、
支
払
い

を
中
止
し
、
現
在
組
合
に
て
保
管
し
て

い
る
が
、
そ
の
処
置
を
如
何
に
す
べ
き

か
、
次
の
点
を
ご
指
導
頂
き
た
い
。

（
１
）債
務
者
Ｂ
の
持
分
払
戻
請
求
権
は
、

仮
差
押
え
の
た
め
、中
協
法
第
21
条
（
時

効
）
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
が
ど
う
か
。

（
２
）
仮
に
組
合
が
、
こ
の
差
押
え
該
当

持
分
を
組
合
街
に
処
分
す
る
為
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

［
Ａ
］
１
．
組
合
に
対
し
て
な
さ
れ
た
保

全
処
分
（
仮
差
押
）
は
法
定
手
続
き
に

従
い
有
効
に
執
行
（
処
分
決
定
の
送
達
）

が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

場
合
、
組
合
は
供
託
等
に
よ
る
持
分
払

戻
金
の
組
合
外
へ
の
処
分
の
道
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
債
権
者
Ａ
が
Ｂ
と
の
間

の
本
訴
を
提
起
し
て
、
転
付
命
令
又
は

取
立
命
令
を
得
て
直
接
請
求
し
て
く
る

か
、
ま
た
債
務
者
Ｂ
が
仮
差
押
を
取
り

消
し
て
組
合
に
請
求
し
て
く
る
の
を
待

つ
よ
り
ほ
か
、
他
に
方
法
は
な
い
と
考

え
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
組
合
は
持
分
払
戻
金
を

保
管
す
る
こ
と
に
つ
き
何
等
の
不
利
益

を
受
け
る
も
の
で
は
な
く
当
該
差
押
に

及
ん
だ
Ａ
Ｂ
間
の
訴
訟
上
の
当
事
者
た

る
資
格
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

２
．
債
権
者
Ａ
が
仮
差
押
を
し
た
こ
と

が
、
民
法
に
い
う
時
効
中
断
事
由
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
、

判
例
に
争
い
が
あ
り
、
判
例
は
債
務
者

Ｂ
の
有
す
る
第
三
債
務
者
（
組
合
）
に

対
す
る
債
権
を
そ
の
債
権
者
Ａ
が
差
押

え
て
も
そ
の
債
権
（
持
分
払
戻
請
求
権
）

の
消
滅
時
効
の
進
行
は
そ
れ
に
よ
っ
て

中
断
し
な
い
も
の
と
し
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
仮
差
押
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
２
年
で
時
効
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

学
説
は
判
例
の
立
場
に
反
対
で
、
こ

の
場
合
の
差
押
え
も
債
権
消
滅
時
効
の

中
断
事
由
に
な
る
と
す
る
の
が
一
般
で
、

こ
の
場
合
は
、
請
求
権
は
時
効
に
か
か

ら
ず
、
依
然
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｑ
＝
某
組
合
の
事
業
年
度
は
１
月
１
日

よ
り
12
月
31
日
で
あ
る
が
、
○
○
年
５

月
１
日
に
有
効
な
総
会
に
お
い
て
、
８

月
１
日
よ
り
７
月
31
日
と
変
更
議
決

し
、
同
年
５
月
10
日
に
変
更
認
可
を
受

け
た
。

　

こ
の
場
合
、
変
更
時
の
事
業
年
度
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

　

な
お
、
通
常
総
会
は
ど
の
よ
う
に
開

催
し
た
ら
よ
ろ
し
い
か
併
せ
て
教
示
願

い
た
い
。

［
Ａ
］
定
款
変
更
の
議
決
に
お
い
て
特
別

の
定
め
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
定
款
変

更
に
よ
っ
て
新
た
な
事
業
年
度
の
始
ま

る
８
月
１
日
の
前
日
で
あ
る
７
月
31
日

ま
で
が
事
業
年
度
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

こ
の
事
業
を
明
ら
か
に
す
る
主
旨
か
ら

定
款
の
附
則
に
、
例
え
ば
、「
○
○
年
に

限
り
、事
業
年
度
は
、○
○
年
１
月
１
日

よ
り
同
年
７
月
31
日
ま
で
を
１
事
業
年

度
と
す
る
。」等
の
規
定
を
設
け
る
こ
と

が
適
当
と
考
え
る
。

　

な
お
、
通
常
総
会
に
つ
い
て
は
、
経

過
措
置
と
し
て
事
業
年
度
が
１
月
～
７

月
に
短
縮
さ
れ
て
も
、
毎
事
業
年
度
１

回
開
催
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
中

協
法
第
46
条
）
の
で
当
事
業
年
度
に
つ

い
て
必
ず
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

�

中
小
企
業
組
合
質
疑
応
答
集
（
全
国
中
小

企
業
団
体
中
央
会
編
）
よ
り
転
載

組
合
Ｑ
＆
Ａ

脱
退
組
合
員
の
持
分
債
権
の
保
全

処
分
に
つ
い
て

【
第
１
問
】
事
業
協
同
組
合
は
、
営
利

を
目
的
と
す
る
事
業
体
で
は
な
く
、
相

互
扶
助
を
目
的
と
す
る
事
業
体
で
あ

る
。

【
第
２
問
】
総
会
の
議
決
に
対
し
て
、
特

別
利
害
関
係
の
あ
る
組
合
員
は
議
決
権

を
行
使
で
き
な
い
。

【
第
３
問
】
理
事
会
に
、
理
事
本
人
が

出
席
で
き
な
い
場
合
、
代
理
人
に
よ
る

出
席
が
認
め
ら
れ
る
。

【
第
４
問
】
総
会
の
招
集
通
知
に
は
、
会

議
の
目
的
で
あ
る
事
項（
議
案
）を
記
載

し
な
く
て
も
よ
い
。

【
第
５
問
】
組
合
は
、
業
務
の
執
行
及

び
会
計
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、事
務

執
行
上
の
必
要
な
内
規
に
つ
い
て
は
、

「
規
定
」を
制
定
し
、そ
の
制
定
・
改
廃
を

理
事
会
の
権
限
に
属
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

《
解
答
》【
第
１
問
】
○
【
第
２
問
】
×
（
理

事
会
で
の
特
別
利
害
関
係
人
は
、
議
決
に
加

わ
る
権
利
を
有
し
な
い
が
、
総
会
で
は
特
別

利
害
関
係
人
に
も
議
決
権
が
与
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
除
名
対
象
の
組
合
員
な
ど
も

議
決
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）【
第
３

問
】
×
（
理
事
会
は
、
代
理
人
に
よ
る
出
席

は
認
め
ら
れ
な
い
。
書
面
出
席
は
認
め
ら
れ

て
い
る
。）【
第
４
問
】
×
（
総
会
の
招
集
通

知
に
は
、
会
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
（
議
案
）

を
示
す
必
要
が
あ
る
。）【
第
５
問
】
○

組
合
士
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

事
業
年
度
の
変
更
に
つ
い
て

組合 Q ＆ A


